
 

 

 

 

 

 ２学期もスタートし早一ヶ月、中間試験の時期を迎えました。生徒の皆さんは計画的に学習を進める

ことができているでしょうか。連日の暑さもようやく落ち着き、過ごしやすい季節となりました。集中

して学習に取り組む良い時期です。気持ちを勉強に切り替えて満足行く結果を残しましょう。 

 ３年生の就職試験は９月１６日（月）から随時開始されています。企業からすでに内定の連絡を頂い

ている生徒もいます。これは、これまでの学習の成果に加え、放課後遅くまでの面接練習や就職試験の

学習にこつこつと重ねた努力が実を結んだのではないでしょうか。これから就職試験を受験する生徒、

進学する生徒の一般・推薦入試等もこれからが本番となります。中間試験の学習としっかり両立させて

目の前の進路実現に向け地道にこつこつと努力を重ねましょう。 

 今回は各学年で実施した進路指導部主催の講座について紹介します。 

 

今後の予定 ●  9 月 26・27・30 日     ２学期中間考査 

 

      ● 10 月 10 日（水）      「働き方に関する講座」（１･2 年生） 

 

      ● 10 月 12 日（土）       各種外部模試（1・2 年生）  

 

● 10 月 17 日（木）      「地元企業人による課題探求型ワークショップ」 

                   （1 年生） 

 

令和元年度 「大学教授による模擬授業」（２学年） 

８月２９日（木）、会津大学の上級准教授：鈴木大郎先生をお招きして、「大学教授による模擬授業」

を実施しました。「ソフトウェアの正しさとは？」というテーマで、実際に大学で講義されている内容

を、５０分間の授業の中で展開していただきました。生徒達は、コンピュータ理工学の専門的な内容に

戸惑いながらも真剣にメモをとりながら耳を傾けていました。講義後の生徒の感想からは、「高校との

学習と比べて中身の濃さに驚きました」や「講義についていくためには積極性が必要」といった声が多

く聞かれました。上級学校で学ぶ意味や進路選択について深く考えさせられた時間となりました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

      専門的で内容の濃い講義が続きます。                  真剣にメモをとる２年生 

 

令和元年度 「ビジネスマナー・プレゼンテーション育成講座」（３学年） 

９月５日（木）、フリーアナウンサーとして活躍されている五十嵐浩美様をお招きして、ビジネスマ

ナーとプレゼンテーション技能を学ぶ講座を実施しました。五十嵐先生からは、最初に話すための心構

えについての講義をお聞きした後、緊張を解く呼吸法や発声練習を行いました。最後に実践としてニュ

ース原稿の音読に挑戦しました。最初は緊張でうまく発声することができなかった生徒も、講義の終盤

にはしっかりした滑舌でニュース原稿を読めるようになっていました。３年生の就職・進学活動はこれ

からが本番です。この講座で学んだことをぜひ目の前の面接試験やプレゼンテーションに生かして進路

実現につなげて欲しいと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

マイクを使わなくとも、美しい発声の五十嵐先生            原稿を読み合い、互いに確認します 

 

令和元年度 「新聞の読み方講座」（１学年） 

９月１９日（木）、福島民報社の市川純一様をお招きして、新聞の読み方や論述の仕方についての講

座を実施しました。市川先生からは、新聞を読むことを通して、正確に情報を伝えることの難しさや、

様々な意見に触れ自分なりに考えることの大切さを教えていただきました。また、日常使われている日

本語表現の間違いや、知る権利・選挙権についての詳しいお話もお聞きすることがでました。生徒の感

想からは、「今後は新聞を読んで、自分の成長につなげたい」、「ネットサーフィンばかりで情報を得る

のではなく、今までよりも新聞を読みたい」といった声が聞かれました。１年生も入学して早半年、そ

ろそろ社会や政治・経済問題について深い関心を持ち、新聞を読む習慣を実につけて欲しいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日の新聞から、気になる記事を探しています          市川先生の“熱さ”が伝わる講義でした。 

猪苗代高等学校 進路だより 
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